
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
前胴周り域と、後胴周り域と、これら両域間に形成された股下域とを有する着用物品の前
記各域が前記物品着用者の肌と向かい合う内面と、前記内面の反対側である外面とを有し
、前記股下域における幅方向中央部の前記内面に前記着用者の肛門および尿道口の少なく
とも一方を囲むことが可能な隆起部が形成されている使い捨ての着用物品において、
前記使い捨ての着用物品は、ホルダー部材と前記ホルダー部材に取り外し可能に保持され
た排泄物収容部材とからなり、前記ホルダー部材は、前記前後胴周り域と前記股下域とを
有し、前記前後胴周り域の側縁部どうしが分離可能および分離不能のいずれかの態様で連
結して胴周り開口と一対の脚周り開口とを形成し、前記股下域における幅方向中央部には
前記内面と外面との間に延びる透孔が設けられており、前記収容部材は、前記ホルダー部
材の前記外面側から抜脱可能に前記透孔へ進入して前記隆起部を形成する環状部と、前記
環状部の周囲につながり排泄物が前記環状部を通って流入可能であって前記ホルダー部材
の前記外面側に位置する袋状部とを有し、
前記収容部材は、前記透孔の周囲において前記ホルダー部材に取り外し可能に接合するこ
とにより保持されていることを特徴とする前記使い捨ての着用物品。
【請求項２】
前記環状部が柔軟にして弾性的に圧縮可能な発泡プラスチックを含んでいる請求項１記載
の使い捨ての着用物品。
【請求項３】
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前記袋状部が不透水性シートで形成されている請求項１または２記載の使い捨ての着用物
品。
【請求項４】
前記ホルダー部材が洗濯して再利用可能なものである請求項１～３のいずれかに記載の使
い捨ての着用物品。
【請求項５】
前記ホルダー部材が弾性的に伸長可能なものである請求項１～４のいずれかに記載の使い
捨ての着用物品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、使い捨ておむつを一例とする排泄物を処理するための使い捨ての着用物品に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、股下域に便溜め用の凹部を有し、その凹部の周囲に隆起部が形成された使い捨てお
むつは、例えば特許文献１に開示されている。
【０００３】
【特許文献１】
実用新案登録公報第２５２３７１１号公報
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
前記従来のおむつは、便溜め尿の凹部を持たない構造のおむつに比べて構造が複雑である
から、一般に製品単価が高いものになる。また、このおむつでは、凹部の内側が排泄物で
汚れても、凹部以外の部位は殆ど汚れることがなく、僅かな排泄物による汚れでそのおむ
つを捨てることが資源の無駄づかいにもなりかねない。
【０００５】
この発明が課題とするのは、便等の排泄物を収容するための凹部を有する使い捨ての着用
物品において、その単価を実質的な意味において安くすることができるように、改良を施
すことにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
前記課題解決のために、この発明が対象とするのは、前胴周り域と、後胴周り域と、これ
ら両域間に形成された股下域とを有する着用物品の前記各域が前記物品着用者の肌と向か
い合う内面と、前記内面の反対側である外面とを有し、前記股下域における幅方向中央部
の前記内面に前記着用者の肛門および尿道口の少なくとも一方を囲むことが可能な隆起部
が形成されている使い捨ての着用物品である。
【０００７】
前記使い捨ての着用物品において、この発明が特徴とするところは、次のとおりである。
前記使い捨ての着用物品は、ホルダー部材と前記ホルダー部材に取り外し可能に保持され
た排泄物収容部材とからなる。前記ホルダー部材は、前記前後胴周り域と前記股下域とを
有し、前記前後胴周り域の側縁部どうしが分離可能および分離不能のいずれかの態様で連
結して胴周り開口と一対の脚周り開口とを形成する。前記股下域における幅方向中央部に
は前記内面と外面との間に延びる透孔が設けられている。前記収容部材は、前記ホルダー
部材の前記外面側から抜脱可能に前記透孔へ進入して前記隆起部を形成する環状部と、前
記環状部の周囲につながり排泄物が前記環状部を通って流入可能であって前記ホルダー部
材の前記外面側に位置する袋状部とを有する。前記収容部材は、前記透孔の周囲において
前記ホルダー部材に取り外し可能に接合することにより保持されている。
【０００８】
この発明には、次のような好ましい実施態様がある。
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（１）前記環状部が柔軟にして弾性的に圧縮可能な発泡プラスチックを含んでいる。
（２）前記袋状部が不透水性シートで形成されている。
（３）前記ホルダー部材が洗濯して再利用可能なものである。
（４）前記ホルダー部材が弾性的に伸長可能なものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
この発明に係る使い捨ての着用物品として使い捨てのおむつを例にとり、添付の図面を参
照してその詳細を説明すると以下のとおりである。
【００１０】
図１，２は、着用状態にある使い捨ておむつ１の斜視図と、おむつ１の部分破断平面図で
ある。図示例のおむつ１は開放型のもので、平面図において双頭矢印Ａで示される幅方向
と、双頭矢印Ｂで示される長さ方向とを有し、着用状態にあるときに胴周り開口１５と一
対の脚周り開口１６とが形成される。平面図において砂時計型を呈しているおむつ１は、
幅方向Ａと長さ方向Ｂとに弾性的に伸長可能なホルダー部材５を有し、そのホルダー部材
５には排泄物収容部材２０が取り付けられている。ホルダー部材５は、着用者の肌に当接
する弾性的に伸長可能な内面シート２と、着用者の着衣に当接する弾性的に伸長可能な外
面シート３とを有し、これら両シート２，３が接着剤によって、または互いに溶着するこ
とによって間欠的に接合している。おむつ１の長さ方向Ｂにおいて、ホルダー部材５には
股下域８を中心に、股下域８の前方に前胴周り域６、股下域８の後方に後胴周り域７が形
成されている。ホルダー部材５はまた、幅方向Ａヘ延びる前後の端縁部１１と長さ方向Ｂ
ヘ延びる両側縁部１３とを有し、両側縁部１３が股下域８において内側へ湾曲して脚周り
側縁部１４を形成している。後胴周り域７の端縁部１１と脚周り側縁部１４とでは、複数
条の糸ゴムからなる胴周り弾性部材１７と脚周り弾性部材１８とが内面シート２と外面シ
ート３との間に介在し、これらシート２，３の少なくとも一方に伸長状態または非伸長状
態で接合している。ホルダー部材５の股下域８における幅方向中央部には、環状隆起部２
１と、この隆起部２１の内側に形成された便溜め２２とを有する排泄物収容部材２０が取
り付けられている。隆起部２１は、股下域８のうちの後胴周り域７寄りの部位に位置して
おり、おむつ１を着用すると肛門を囲むようにして肌に当接することが可能である。
【００１１】
かように形成されたおむつ１におけるホルダー部材５はまた、それを図２のように平面的
に見ると、環状隆起部２１の周囲から前胴周り域６の両側縁部１３と後胴周り域７の両側
縁部１３とに向かってほぼｘ字を画いて延びる帯状の高弾性域２６と、ホルダー部材５に
おいて高弾性域２６を除いた残余の部位である低弾性域２７とを有する。高弾性域２６は
、おむつ１を着用するときに、低弾性域２７よりも高い伸長力を要する部位であり、脚周
り側縁部１４に沿って延びている。
【００１２】
かかる高弾性域２６は、弾性的に伸長する第１弾性シート２８（図３参照）を図示例のよ
うに内面シート２の内側に接合したり、内外面シート２，３間に介在させてこれらシート
２，３の少なくとも一方に接合したりすることにより形成されている。第１弾性シート２
８には、内面シート２や外面シート３と同程度であるかそれよりも高い伸長応力を有する
ものが使用される。胴周り弾性部材１７と脚周り弾性部材１８とは、ホルダー部材５がお
むつ１着用者の胴周りと脚周りとによく密着するように必要に応じて使用される。
【００１３】
好ましいホルダー部材５における高弾性域２６は、幅１５ｍｍ当りについての１５％伸長
時の応力が０．２５Ｎ以上、４０％伸長時の応力が０．６Ｎ以上であり、かつこれら高弾
性域２６の伸長応力が低弾性域２７の伸長応力の１．５倍以上である。ホルダー部材５は
、後胴周り域７の両側縁部１３における内面シート２に商品名マジックテープ等で知られ
るメカニカルファスナのフック部材３１ａと３１ｂとが取り付けられ、前胴周り域６の両
側縁部１３における外面シート３にはメカニカルファスナのループ部材３２ａと３２ｂと
が取り付けられている。これらメカニカルファスナのうちの少なくとも一方、例えばフッ
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ク部材３１ｂとループ部材３２ｂとは、少なくともその一部分が高弾性域２６の内側にあ
る。
【００１４】
図３，４は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線およびＩＶ－ＩＶ線に沿う部分断面図である。図中
のホルダー部材５は、股下域８の幅方向中央部に内外面シート２，３と第１弾性シート２
８とを貫通して、内面シート２と第１弾性シート２８とが形成する肌当接面と外面シート
３が形成する着衣当接面との間に延びる透孔４１を有する。排泄物収容部材２０は、環状
部５１と袋状部５２とを有し、環状部５１がホルダー部材５の透孔４１へ着衣当接面側か
ら進入して、肌当接面側に環状の隆起部２１を形成し、袋状部５２がホルダー部材５の着
衣当接面側に位置している。
【００１５】
収容部材２０の環状部５１は、頂部被覆シート５３と、底部被覆シート５４とを有し、こ
れら５３，５４によって囲まれた内側が充填材５６で充たされている。底部被覆シート５
４の下方には吸水性ブロック５７が設けられ、その吸水性ブロック５７は袋状部５２の内
側にある。袋状部５２は、ホルダー部材５の透孔４１とほぼ同じ形状に作られた開口５２
ａを有し、開口５２ａの周縁部５８は、その全周が環状部５１の下方部分において頂部被
覆シート５３に剥離することがないように溶着または接着によって接合する一方、ホルダ
ー部材５の外面シート３に粘着剤５９を介して剥離可能に接合している。かような収容部
材２０は、袋状部５２を外面シート３から剥がして図の下方へ引張ると、環状部５１が弾
性変形下にホルダー部材５の透孔４１から抜けて、図３に仮想線で示されているように、
ホルダー部材５と収容部材２０とに分かれる。
【００１６】
ホルダー部材５において、内面シート２、外面シート３、第１弾性シート２８には、ウレ
タン等のエラストマーからなる弾性的に伸長可能な不織布や織布、フィルム等のシート材
料を使用することができる。これらのシート材料には、好ましくは不透液性、さらに好ま
しくは通気不透液性のものを使用する。ホルダー部材５は、図２の双頭矢印Ａの方向とＢ
の方向とに弾性的に伸長可能である。
【００１７】
収容部材２０において、環状部５１の頂部被覆シート５３は、好ましくは不透液性、より
好ましくは通気不透液性を有する熱可塑性の不織布や織布、フィルムを所要の形状に加熱
成形したものである。充填材５６は、環状部５１を弾性的に圧縮可能なものにするための
もので、発泡ポリウレタン等の柔軟弾性を有するフォーム材のブロック、またはそのブロ
ックの粉砕品によって形成される。環状部５１の圧縮性を調整するために、熱可塑性合成
繊維、より好ましくは捲縮した熱可塑性合成繊維をフォーム材の粉砕品と混合して使用す
ることができる。収容部材２０の吸水性ブロック５７は、粉砕パルプや高吸水性ポリマー
粒子、高吸水性ポリマー繊維、これらの混合物等の吸水性材料６２を透水性シート６３で
被覆して作ることができる。このような吸水性ブロック５７に代えて、適宜の厚さを有す
るパルプシート等の吸水性シート材料を環状部５１の底部被覆シート５４に固定してブロ
ック５７とすることもできる。収容部材２０の袋状部５２は、不透液性のフィルムによっ
て作ることができる。そのフィルムの外面には不織布を貼って袋状部５２の肌触りを布様
のものにすることができる。かような袋状部５２は、排泄物が流入したときに初めて大き
くふくらむことができるように、弾性的に伸長可能なフィルムによって作ることもできる
。また、弾性的な伸長性を持たないシート材料であれば、多数のギャザーが形成された状
態で袋状部５２を作っておくと、その袋状部５２は排泄物が流入したときに大きくふくら
むことができる。
【００１８】
このように形成されたおむつ１では、環状部５１からなる隆起部２１を例えば肛門の周囲
に当接させておいて、排泄物を袋状部５２へ流入させると、ホルダー部材５は、その排泄
物によって汚れることがない。おむつ１は、図３に示されるように、ホルダー部材５と収
容部材２０とに分けることができるから、収容部材２０のみを廃棄して、ホルダー部材５
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は洗濯をして再利用することができる。かように使用されるおむつ１は、その全体が使い
捨てられるものに比べると、ホルダー部材５の再利用によって、おむつ１の単価を実質的
な意味において下げることができる。
【００１９】
図５は、図２のおむつ１を連続的に製造する工程の一例を示す図である。図のほぼ中央に
位置する回転ドラム２００の左上方からは、環状部５１の頂部シート５３を得るための連
続シート２０１が回転ドラム２００へ向かって連続的に供給される。その供給過程におい
て、連続シート２０１は加熱成形機２０２によって成形され、環状部５１に相当する凹部
２０３が間欠的に形成されて粉砕品充填ボックス２０４へ進入する。
【００２０】
ドラム２００の右上方からは、充填材５６を得るために、発泡ポリウレタン等のフォーム
材が供給される。フォーム材は、粉砕機２０６によって粉砕された後に、ファン２０７か
らの送風によって充填ボックス２０４へ送られる。充填ボックス２０４において、凹部２
０３が充填材５６によって満たされている連続シート２０１が、底部シート５４を得るた
めにドラム２００の右方から供給される連続シート２１１と合流し、その連続シート２１
１によって凹部２０３が閉じられる。連続シート２１１には、塗工機２１２によって接着
剤が予め塗布されている。
【００２１】
回転ドラム２００の左下方からは、吸水性ブロック５７が間欠的に供給され、互いに接着
している連続シート２０１と２１１とから切り取られた環状部５１が吸水性ブロック５７
に取り付けられる。この環状部５１には、塗工機２１３によって接着剤が予め塗布されて
いる。吸水性ブロック５７は、さらに図の右方向ヘ進み、ドラム２００の直下において袋
状部５２が取り付けられ、カッター２１４によって袋状部５２の不必要な部分がトリミン
グされて収容部材２０となる。回転ドラム２００の右下方からは、収容部材２０の流れに
向かってホルダー部材５の連続体２１６が供給され、カッター２１７によって個々に分け
られたホルダー部材５が組立ロール２１８において収容部材２０と一体となるように組立
てられて図２のおむつ１となる。
【００２２】
この発明は、図示例の使い捨てのおむつ１の他に、収容部材２０が便と尿とを処理できる
ように２つの環状部２０を有するおむつで実施することもできる。おむつ１は、乳幼児用
のものとして使用する他に、大人用のもの、失禁患者用のもの等として使用することもで
きる。また、この発明は、図示例の開放型のおむつ１の他に、パンツ型の使い捨てのおむ
つとして実施することができる。さらにはまた、内外面シート２，３と第１弾性シート２
８とからなるホルダー部材５は、内面シート２または外面シート３だけで形成することが
できる。
【００２３】
【発明の効果】
この発明に係る使い捨ての着用物品は、ホルダー部材と、それに取り外し可能に取り付け
られた排泄物収容部材とからなり、ホルダー部材は、取り外した後に洗濯して再利用する
ように作ることができるから、その再利用によって着用物品の実質的な単価を安くするこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】着用状態にあるおむつの斜視図。
【図２】図１のおむつの部分破断平面図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線切断面を示す図。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ線切断面を示す図。
【図５】おむつの連続的な製造工程を示す図。
【符号の説明】
１　　　着用物品（おむつ）
５　　　ホルダー部材
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２０　　　排泄物収容部材
２１　　　隆起部
４１　　　透孔
５１　　　環状部
５３　　　被覆シート
５４　　　被覆シート
５６　　　充填材
５７　　　（吸水性ブロック）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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